
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

B162

　　　　　　　　　　　温暖化気候におけ る成層圏突然昇温
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L 　 は じめに

　 近 年 、高 解 像 度 化 され た 大 気 海洋 結 合 モ デ

ル は 、成 層 圏 の 気 候 を あ る 程 度 的 確 に 表現 さ

れ る よ うに な っ た 。 本 研 究 で は 、文 部科 学 省

人 ・自然 ・地 球共 生プ ロ ジ ェ ク ト第 1 課題に 於

い て ccsRINIEs1FRcGct に よ っ て 開 発 され た

MIROC を用い て 、 北 半球冬季に 着 目し て 、 現在

気候に於 ける 成層 圏突然昇温 （SSW ）の再現性 と温

暖化した時の SSW の 変化を調べ た。 こ こで 、 モ デ

ルに於け る現在気候は 20 世紀再現実験の 1980 年か

ら 1999 年までを 、 また 温暖化気候は シ ナ リオ Alb

実験の 2050 年か ら 2069年まで を指す。また、SSW

は WMO の 定義の 大昇温、成層 圏上部の 極域の 東

西平均気温勾配が逆転 し、東西平均風が東風に 転ず

る 、 とする 。

2． 成 層圏突然昇温の 再現性

　結合モ デル MIROC は 、 対流圏の気候は もとよ り

冬半球の極 夜ジ ェ ッ トを よ く再現 して い る （図略 ）。

MIROC に於け る SSW は 、 20 年 で 12 回起 こ っ た 。

合成図解析に よる と 、SSW が起こ っ た 際は、成層

圏の高緯度の気温が急激に上昇 し （図 1）、 風は 東風

に転 じた。これは、対 流圏から移動性擾乱に よる ロ

ス ビー波が 対流圏か ら伝播し 、 波の作用に よ っ て東

勵 口速が生 じた 。 水平面で見 る と極渦が 2つ に割れ

た り 、 極か ら著し くずれ た りして い た 。
こ れ らモ デ

ル に 於ける SSW の統計的また力学的特徴は 、観測

に 見 られ る SSW のそれ とよ く
一
致してい る 。

3． 温 暖化 時の成層 圏突然 昇温

　モデル の 温暖化気候 20年で、SSW は 10 回起こ っ

た。しか し、その時期は現在気候で晩冬に集中して

い る の に 対し 、 温暖化気候では 約半 数が 初冬に 起

こ っ て い る 。これ と深 く関係して 、移動性擾乱に よ

る上向きロ ス ビ
ー

波フ ラ ッ クス は 、現 在気候では 晩

冬に偏 っ てい るのに 対し 、 温暖化気候では初冬で も

大 きか っ た （図 2）。
こ の 季節進行の 相違の 理由は以

一
ドの よ うに 推測され る （以下、図略）。 初冬は、熱帯

上部対流圏に 於け る高温化の為 、 亜熱帯ジ ェ ッ トが

温暖 化気候の 方が強 くまた極 方向に 広が る。これ

に伴 っ て 、成層圏へ ロ ス ビー波が 伝播す る上 で重要
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な対流 圏界面の 北緯 60 度付近 の 屈折 率が大 き くな

り、 波動の 伝播禁忌領域が 狭まる 。 これ に よ っ て 、

12 月は 定常波が 、1 月に は移動性波が成層 圏に伝

播 しやす くな る 。 12 月の定常波の 鉛直伝播の 増大

に は 、 温暖化に伴 う熱帯の海面水温偏差が PNA パ

ターン を励起する こ とで 、波数 1の 波動の 振幅が増

大 してい るこ とも関係し てい る。 ともあれ 温暖化気

候で は 、
こ れらの 波動に よ っ て 極夜ジ ェ ッ トが よ り

減速し、2 月にはζれによ っ て対 流圏界 面、北緯 60

度の 屈折率はよ り小さ くな り、 波動が より伝わ りに

くくな る 。 従 っ て、現在気候の 方が晩冬 の SSW は

多い （GRL へ 投稿準備中）。
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図 1： モデル の 現在気候 に於 ける SSW 前後 の 10hPa 面
の東西平均気温の 合成図。 横軸は SSW 時か らの ずれ （日）
と縦軸 は 緯度。等値線間隔は 2K 。 陰影は ＞ 226K 。
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図 2 ； モ デ ル の （a）現在気候と （b）温暖化気候の 、 70hPa
に 於け る熱 フ ラ ッ ク ス の 気候値の 時系列 （12 月か ら 4

月）。 時系列は各日の 5 日の 移動平均値 の 20 年平均であ

る。等値線間隔 2、淡影は ＞8、濃影 ＞ 16KIIIs
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